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社
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て

深

j畢

一

主

辛

大
阪
大
事

盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
か
る
過
渡
期
を
代
表
す
る
大
詩
人
社
甫
(
七

一
二
七
七
O
)
は
、
「
此
の
老
に
は
有
ら
ざ
る
所
無
き
を
見
る
」
と

評
さ
れ
る
ご
と
く
、

い
か
な
る
分
野
に
も
そ
の
詩
才
を
護
揮
す
る
が
、

そ
れ
は
結
婚
の
斡
旋
と
い
う
俗
の
俗
な
る
分
野
に
お
い
て
も
、
護
揮

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
私
が
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
代
宗
の
大

暦
三
年
(
七
六
八
)
の
正
月
、
詩
人
五
十
七
歳
、
ま
だ
長
江
北
岸
の

ま
ち
愛
州
(
い
ま
の
四
川
省
奉
節
豚
)
に
い
て
、
こ
の
年
の
春
三
月
に

は
要
州
を
離
れ
一
一
一
峡
を
下
る
と
い
っ
た
時
期
に
作
っ
た
、
近
瞳
詩
「
迭

大
理
封
主
簿
五
郎
親
事
不
合
、
却
赴
通
州
、
主
簿
前
聞
州
賢
子
、
余

奥
主
簿
平
章
鄭
氏
女
子
、
垂
欲
納
采
、
鄭
氏
伯
父
京
書
至
、
女
子
己

許
他
族
、
親
事
遂
停
」
(
南
宋
・
超
次
公
「
新
定
社
工
部
士
円
詩
近
樫
詩
先

後
井
解
」
己
欣
巻
一
、
南
宋
・
郭
知
達
「
九
家
集
注
杜
詩
」
春
三
十
三
、
南

宋
・
察
夢
弼
「
草
堂
詩
集
苦
」
省
三
十
五
、
清
・
銭
議
盆
「
銭
注
杜
詩
」
を
十

七
、
清
・
仇
兆
禁
「
杜
詩
詳
注
」
巻
二
十
一
、
清
・
浦
起
龍
「
讃
杜
心
解
」

巻
五
之
四
、
清
・
楊
倫
「
社
詩
鋭
鐙
」
巻
十
八
)
、
訓
讃
す
れ
ば
「
大
理

の
封
主
簿
五
郎
が
親
事
合
わ
ず
、
却
っ
て
通
州
に
赴
く
を
迭
る
。
主

た
め

簿
は
前
の
閤
州
の
賢
子
な
り
。
余
は
主
簿
の
奥
に
鄭
氏
の
女
子
に
平

な
ん
な

章
し
、
納
采
せ
ん
と
欲
す
る
に
垂
ん
と
す
る
も
、
鄭
氏
の
伯
父
の

京
童
日
が
至
り
、
女
子
は
己
に
他
族
に
許
す
(
と
い
う
)

0

親
事
は
遂
に

128 

停
ま
る
」
で
あ
る
。

こ
の
長
い
詩
題
の
意
味
は
、
縁
談
が
ま
と
ま
ら
ず
、
通
州
(
い
ま

の
四
川
省
達
豚
市
)
に
い
く
こ
と
に
な
っ
た
大
理
寺
(
尚
書
省
刑
部
が

決
議
し
た
政
令
の
賓
務
を
行
う
役
所
で
、
検
察
と
裁
判
を
捨
必
曲
す
る
)
の
主

簿
(
ド
級
官
、
従
七
日
間
上
)
の
封
五
郎
君
を
迭
る
。
主
簿
の
封
君
は
前

の
闇
州
(
い
ま
の
四
川
省
関
中
牒
)
刺
史
の
ご
令
息
で
あ
る
。
私
は
封

君
の
た
め
に
鄭
氏
の
娘
と
の
縁
談
を
と
り
も
っ
て
、
結
納
を
お
さ
め

る
直
前
ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
鄭
氏
の
伯
父
ど
の
の
都
長
安
か
ら

の
手
紙
が
と
ど
き
、
そ
こ
に
は
「
娘
は
も
う
他
家
に
嫁
が
せ
る
こ
と



に
し
た
」
と
あ
っ
た
。
縁
談
は
そ
こ
で
取
り
や
め
に
な
っ
た
。

「
親
事
」
は
婚
事
、

つ
ま
り
結
婚
に
向
か
う
縁
談
・
縁
組
な
ど
を

い
う
。
「
納
采
」

は
、
婚
曜
の
六
曜
、

つ
ま
り
納
采
・
問
名
・
納

吉
・
納
徴
・
請
期
・
親
迎
の
第
一
で
、
ま
ず
媒
介
入
に
よ
っ
て
女
家

に
婚
姻
の
音
山
思
を
通
じ
さ
せ
て
か
ら
、
男
(
永
か
ら
女
家
に
求
婚
の
輸
相

り
物
を
す
る
、
結
納
。
「
儀
櫨
」
士
昏
穫
に
「
旦
日
曜
。
下
達
し
、
納

采
は
属
を
用
う
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
達
は
、
通
也
。
特
に
彼

れ
と
昏
姻
を
合
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ら
ず
媒
氏
を
し
て
其
の
言
を

下
通
せ
し
む
。
女
氏
之
を
許
さ
ば
、
乃
ち
後
に
人
を
し
て
其
の
采
揮

の
稽
(
女
子
を
揮
ん
だ
し
る
し
の
贈
り
物
)
を
納
め
し
む
。
属
を
用
い

て
撃
と
潟
す
者
、
其
の
陰
陽
に
従
い
て
往
来
す
る
を
取
る
」
と
い
い
、

買
公
彦
の
疏
に
「
納
宋
に
納
む
と
言
、
つ
者
、
其
の
始
め
相
い
采
揮
し
、

女
家
の
許
さ
ざ
る
を
恐
る
る
を
以
っ
て
、
故
に
納
む
と
言
う
」
と
い

、つノ。
ま
た
「
音
書
」
后
妃
停
下
「
成
恭
杜
皇
后
」
に
は
「
后
は
少
く
し

て
姿
色
有
り
、
然
れ
ど
も
長
じ
て
猶
お
歯
無
く
、
来
た
り
求
婚
す
る

者
有
ら
ば
親
ち
中
止
す
。
帝
の
納
宋
の
日
に
及
び
て
、

一
夜
に
し
て

歯
は
査
と
く
生
ず
」
と
い
う
、
納
采
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
は
な
し

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

が
あ
る
。

婚
事
の
世
話
を
す
る
「
平
章
」
に
つ
い
て
は
、
清
の
朱
鶴
齢
が
引

く
「
太
平
慶
一
記
」
巻
二
百
八
十
一
の
惇
奇
小
説
「
楼
桃
青
衣
」
(
陳

翰
の
「
異
聞
集
」
に
出
る
か
)
を
あ
げ
よ
う
。

天
賓
の
初
め
、
古
陽
の
慮
子
有
り
、
都
に
在
り
て
奉
に
麿
ず

る
も
、
頻
年
第
せ
ず
、
漸
く
窮
迫
す
。
嘗
っ
て
暮
れ
に
曜
に
来

一
精
舎
の
中
、
借
有
り
て
開
講
し
、
聴
徒
甚
は
だ

衆
き
を
見
る
。
宜
子
は
方
に
議
定
に
詣
る
に
、
倦
み
て
寝
ね
、

り
遊
行
し
、
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夢
に
精
舎
の
門
に
至
り

一
青
衣
の
一
藍
の
棲
桃
を
携
え
下
坐

に
在
る
を
見
る
。
慮
子
は
其
れ
誰
が
家
ぞ
と
訪
い
、
因
り
て
青

衣
と
同
に
棲
桃
を
喰
ら
う
。
青
衣
云
う
、
「
娘
子
は
姓
は
慮
、

本

AZり

山
在
家
に
嫁
ぐ
。
今
は
嬬
居
し
て
城
に
在
り
」
と
。
因
り
て
近
属

を
訪
え
ば
、
即
ち
慮
子
の
再
従
姑
也
。
青
衣
日
わ
く
、
「
宣
に

阿
姑
の
同
に
一
都
に
在
る
に
、
郎
君
の
起
居
し
に
往
か
ざ
る
有

ら
ん
や
」
と
。

虚
子
は
便
ち
之
に
随
い
、
一
大
津
橋
を
過
ぎ
、
水
南
の
一
坊
に

入
る
に
、

一
宅
有
り
、
門
は
甚
は
だ
高
大
な
り
。
慮
子
は
門
下
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に
立
ち
、
青
衣
は
先
に
入
る
。
少
頃
に
し
て
、
四
人
の
門
を
出

ず
る
有
り
、
慮
子
と
相
い
見
る
に
、
皆
な
姑
の
子
也
。

は
戸

部
郎
中
に
任
じ
、

曹
に
任
じ
、

は
太
常
博
士

任
ず

人
は
緋
を-
衣きは

河
二 南
人功

一
は
前
に
鄭
州
司
馬
に
任
じ
、

は
緑
を
衣
、
形
貌
は
甚
は
だ
美
わ
し
。
相
い
見
て
言
殺
し
、
頗

る
歌
暢
を
極
む
。

斯
須
に
し
て
、
引
か
れ
て
北
堂
に
入
り
姑
を
奔
す
。
姑
は
紫

き

王

衣
を
衣
、
年
は
六
十
許
可
か
り
、
言
詞
は
高
朗
、
威
最
は
甚
は

だ
粛
た
り
。
慮
子
は
畏
憧
し
、
敢
え
て
仰
ぎ
覗
る
莫
し
。
坐
せ

し
め
、
悉
と
く
内
外
を
訪
う
に
、
備
さ
に
氏
族
を
詰
ん
ず
。
遂

に
「
見
は
婚
姻
せ
る
や
未
だ
し
ゃ
」
と
訪
う
に
、
慮
子
は
「
未

だ
し
」
と
日
う
。
姑
日
わ
く
、
「
五
口
れ
に
一
外
甥
女
子
の
姓
は

鄭
な
る
有
り
。
早
に
孤
な
り
、
五
口
が
妹
を
遣
て
鞠
養
せ
し
む
。

甚
は
だ
容
質
有
り
、
頗
る
令
淑
有
り
。
首
に
見
の
震
に
平
章
す

ベ
し
。
計
は
必
ら
ず
遂
ぐ
る
を
允
す
」
と
。
慮
子
は
遠
か
に
即

ち
奔
謝
し
、
乃
ち
鄭
氏
の
妹
を
迎
え
遣
む
。

一
家
は
藍
ぴ
に
到
り
、
車
馬
は
甚
は
だ
盛
ん
な

し
ら

り
。
遂
に
暦
を
検
べ
日
を
揮
び
、
云
う
、
「
後
日
は
大
吉
な
り
」

頃
有
り
て
、

と
。
因
り
て
慮
子
と
議
を
定
む
。
姑
は
云
う
、

「
鴨
財
・
函

信
・
曜
席
は
、
見
は
並
び
に
憂
う
る
莫
か
れ
。
五
日
れ
は
悉
と
く

た
め輿

に
庭
置
せ
ん
。
見
は
在
城
の
何
の
親
故
有
る
や
」
と
。
亜
ぴ

に
名
姓
を
抄
し
、
並
び
に
家
第
を
具
え
、
凡
そ
三
十
飴
家
、
並

び
に
蓋
省
及
び
府
牒
に
在
る
の
官
た
り
。
明
日
に
函
を
下
し
、

其
の
タ
に
結
を
成
す
。
事
事
華
盛
に
し
て
、
殆
ん
ど
人
間
に
非

ず
。
明
日
に
席
を
秤
し
、
大
い
に
都
城
の
親
表
を
曾
す
。
席
を

奔
し
畢
り
、
遂
に
一
院
に
入
る
。
院
中
の
扉
・
惟
・
林
・
席
は
、

比
白
な
珍
異
を
極
む
。
其
の
妻
は
年
は
十
四
五
可
か
り
、
容
色
は

美
麗
に
し
て
、
宛
が
ら
神
仙
の
若
し
。
車
生
は
心
喜
び
に
勝
え
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ず
、
遂
に
家
属
を
忘
る
。

全
文
の
半
分
弱
を
引
い
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
小
説
が
重

要
な
泊
息
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
三
段
、
姑
が
宜
子

に
か
た
っ
た
言
葉
「
首
に
児
の
震
に
平
章
す
べ
し
」
お
ま
え
の
た
め

に
結
婚
を
ま
と
め
て
や
ろ
う
、
に
も
と
づ
き
、
朱
鶴
齢
は
「
此
れ
に

擦
れ
ば
、
則
ち
平
章
は
、
唐
人
の
通
好
の
語
也
」
と
い
う
。

ま
た
宜
子
と
同
じ
く
慮
姓
の
再
従
姑
は
星
家
に
嫁
い
で
お
り
、

L 



か
も
外
甥
た
る
女
子
の
姓
が
鄭
と
い
う
こ
と
は
、
慮
家
が
こ
の
崖
・

鄭
の
雨
家
と
も
う
す
で
に
姻
親
閲
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の

う
え
に
更
に
宜
子
と
鄭
氏
の
女
子
が
結
婚
し
て
、
こ
の
闘
係
は
よ
り

堅
固
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
資
料
を
あ
げ
よ
う
。

「
太
平
底
記
」
巻
一
百
八
十
四
に
「
園
史
異
纂
に
出
づ
」
と
し
て
あ

げ
る
「
七
姓
」
で
あ
る
。

高
宗
朝
は
、
太
原
の
王
、
市
陽
の
慮
、
後
陽
の
鄭
、
清
河

博
陵
の
二
崖
、
趨
郡
・
臨
西
の
二
李
等
の
七
姓
を
以
っ
て
す
。

其
の
族
望
は
諸
姓
と
婚
を
矯
す
を
恥
じ
、
乃
ち
其
の
白
か
ら
相

い
姻
要
す
る
を
禁
ず
。
是
こ
に
於
い
て
敢
え
て
復
た
婚
躍
を
行

わ
ず
、
密
か
に
其
の
女
を
装
飾
し
以
っ
て
夫
家
に
迭
る
。

基
本
的
に
は
七
姓
の
聞
で
の
み
通
婚
し
、
「
諸
姓
」
他
姓
と
の
通

婚
を
恥
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
宗
の
時
の
賦
況
だ
が
、
小
説

が
描
く
玄
宗
の
天
賓
時
に
も
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
市
陽
の
慮
子

と
(
お
そ
ら
く
条
陽
の
)
鄭
氏
の
む
す
め
の
結
婚
、
慮
氏
の
姑
の
(
お

そ
ら
く
清
河
か
博
陵
の
)
崖
家
へ
の
嫁
入
り
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

そ
れ
は
、
程
度
は
多
少
ゆ
る
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
杜
甫
の

う
た
う
大
歴
時
に
も
残
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
し
て
杜
甫
の
母
は
、
「
杜
甫
年
譜
」
(
四
川
省
丈
史
研
究
館
編
、
四

川
人
民
出
版
枇
、

一
九
五
八
年
十
二
月
)
の
「
世
系
」
に
よ
れ
ば
、
そ

の
丈
才
を
則
天
武
后
に
認
め
ら
れ
て
鳳
閤
舎
人
・
司
稽
少
卿
な
ど
を

歴
任
し
た
崖
融
(
六
五
三
七
O
六
)
の
長
女
で
、
ま
さ
に
清
河
の
崖

氏
に
あ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
七
姓
の
内
に
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社

甫
の
属
す
る
裏
陽
の
社
家
も
七
姓
に
準
ず
る
家
と
な
り
、
封
氏
と
鄭

氏
の
女
子
と
の
縁
談
を
、
杜
甫
は
取
り
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る

「
封
五
郎
」

の
封
氏
は
七
姓
に
は
入
ら
な
い
が
、
融
童
日
(
監
)
た

る
合
国
稽
の
賀
知
章
撰
の
「
大
唐
の
故
の
銀
青
光
雄
大
夫
・
行
大
理
少

卿
・
上
柱
固
・
渦
海
豚
開
国
公
封
口
口
口
白
井
ぴ
に
序
」
(
陳
長
安
主

編
「
陪
層
五
代
某
誌
柔
編
」
河
北
巻
第
一
冊
、
天
津
士
円
籍
出
版
利
、
周
紹

良
・
超
超
編
「
唐
代
墓
誌
柔
編
績
集
」
上
海
古
籍
出
版
祉
、
二
O
O
一
年
十

一
一
月
)
に
よ
れ
ば
、
開
元
九
年
十
一
月
六
日
に
葬
ら
れ
た
溺
海
の
ひ

と
封
稿
、
こ
れ
は
ど
う
も
「
封
五
郎
」
の
先
代
に
あ
た
る
よ
う
だ
が
、

「
夫
人
は
博
陵
の
崖
氏
に
し
て
、
周
の
司
徒
た
る
宣
猷
の
曾
孫
、
皇
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朝
の
太
子
内
直
監
た
る
安
都
の
女
」
と
あ
る
。
溺
海
の
封
氏
も
準
七

恥
む

?
U

姓
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
夫
人
の
美
穂
に
つ
い
て
「
訓
え
を
律

門
(
女
家
)
に
裏
け
、
蹟
い
を
高
族
(
夫
家
)
に
奉
じ
、
五
口
が
綾
に

爾
が
現
、
琴
琵
克
く
語
、
つ
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
七
姓
の
女
子
す

べ
て
に
共
通
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
杜
甫
が
詩
を
贈
っ
た
「
封
五
郎
」
の
名
前
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
注
稗
は
何
も
い
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し

て
、
民
園
の
張
訪
が
河
南
省
新
安
牒
西
の
銭
円
鎮
に
建
て
た
千
唐
誌

粛
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
る
拓
本
に
「
唐
の
故
梁
州
城
田
豚
令
た

る
励
海
封
君
の
墓
誌
銘
井
、
び
に
叙
」
(
河
南
省
文
物
研
究
所
編
「
千
唐
誌

藤
裁
誌
」
下
冊
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
四
年
一
月
、
周
紹
良
編
「
唐
代
墓

誌
集
編
」
下
冊
、
上
海
古
籍
出
版
抗
、

一
九
九
二
年
十
一
月
)
が
あ
る
。

墓
誌
は
高
さ
も
幅
も
コ
二
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
著
者
は
「
前
口

口
口
節
度
推
官
に
し
て
試
大
理
司
直
・
飛
騎
尉
た
る
沼
陽
の
張
勧
の

纂
井
び
に
書
」
と
あ
る
。
二
十
四
行
、
行
二
十
四
字
、
梢
書
。
蓋
に

は
蒙
圭
日
で
「
大
唐
故
封
府
君
墓
誌
銘
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
故

の
梁
州
(
い
ま
の
陳
西
省
渓
中
市
)
の
管
轄
と
な
る
城
国
際
(
い
ま
の

険
西
省
城
固
豚
、
梁
州
の
す
ぐ
東
に
あ
る
)
の
令
で
溺
海
の
ひ
と
封
君

と
は
、
封
授
な
る
人
物
で
、
享
年
五
十
二
威
、
位
は
牒
令
ど
ま
り
、

貞
元
二
年
(
七
八
六
)
七
月
六
日
に
洛
陽
の
這
光
里
の
昭
成
精
舎
で

亡
く
な
り
、
同
月
二
十
二
日
、
洛
陽
の
印
山
南
原
に
葬
ら
れ
た
。
と

す
れ
ば
、
開
元
二
十
四
年
(
七
一
二
六
)
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

こ
の
墓
誌
は
ま
ず
「
君
、
詳
は
授
、
字
は
挨
、
助
海
の
諺
(
い
ま

の
河
北
省
景
豚
)
の
人
也
。
其
の
育
胃
の
聯
茂
す
る
は
、
史
諜
に
詳

し
く
、
棚
職
員
の
世
を
嗣
ぐ
は
、
官
婚
に
見
ゆ
」
と
は
じ
ま
り
、

七コ
づ

い
て
は
「
王
父
は
詳
は
哲
」
祖
父
は
封
哲
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
つ
づ

く
の
は
次
の
一
行
で
あ
る
。
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皇
考
は
詳
は
議
、
蓬
・
集
・
関
・
明
四
州
の
刺
史
た
り
。

つ
ま
り
封
撲
の
父
君
は
封
議
と
い
う
名
前
で
、
蓬
州
・
集
州
・
関

州
・
明
州
の
刺
史
を
歴
任
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
く
に
封
議
が

聞
州
刺
史
に
な
っ
た
時
期
は
、
「
資
治
通
鑑
」
乾
元
元
年
(
七
五
人
)

に
「
前
の
祭
酒
の
劉
秩
を
関
州
刺
史
に
庇
す
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、

こ
の
劉
秩
の
直
前
た
る
霜
宗
の
至
徳
年
聞
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
も
う
一
度
杜
甫
の
詩
題
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
に
は



「
主
簿
は
前
の
聞
州
の
賢
子
な
り
」
と
あ
っ
た
。
時
期
か
ら
み
て
も
、

こ
の
封
五
郎
の
父
で
前
の
閤
州
刺
史
だ
っ
た
人
物
は
、
封
議
と
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
息
子
が
何
人
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
の
一
人
は
封
挟
で
あ
り
、
か
れ
が
「
封
五
郎
」
だ
っ
た
可
能
性
は

古同い。そ
こ
で
、
か
れ
の
墓
誌
銘
を
み
て
み
る
と
、

時
に
河
南
一
冗
帥
太
尉
の
李
公
は
君
が
利
の
無
聞
に
入
る
を

以
っ
て
、
君
を
徐
州
彰
城
牒
(
い
ま
の
江
蘇
省
徐
州
市
)
の
尉
に

奏
す
。
君
が
能
く
日
を
奉
ぐ
を
以
っ
て
、
君
を
楚
州
安
宜
(
い

ま
の
江
蘇
省
清
江
市
の
南
)
の
主
簿
に
韓
ぜ
し
む
。
創
南
東
川
節

度
使
の
鮮
子
公
は
君
と
奮
を
通
じ
、
君
が
材
を
理
む
る
を
知
り

君
を
巴
西
督
郵
に
奏
す
。

と
あ
る
。
「
李
公
」
は
、
上
元
二
年
(
七
六
二
五
月
十
一
日
に
ま
た

太
尉
粂
侍
中
を
奔
し
、
河
南
副
元
帥
に
充
て
ら
れ
、
臨
准
に
本
擦
を

お
い
た
李
光
弼
で
あ
る
。
封
授
は
か
れ
の
引
き
立
て
で
、
大
理
土
寸
と

関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
主
簿
」
に
な
っ
て
い
る
。
「
鮮
子
公
」

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

は
、
大
暦
三
年
(
七
六
八
)
五
月
に
耶
州
刺
史
か
ら
梓
州
刺
史
と
な

り
、
創
南
東
川
節
度
使
に
充
て
ら
れ
た
鮮
子
叔
通
で
あ
る
。
封
挟
が

鮮
子
の
引
き
立
て
で
、
い
ま
の
四
川
省
綿
陽
市
に
あ
た
る
「
巴
西
」

の
「
督
郵
」
郡
守
の
下
役
と
し
て
そ
の
郡
下
の
牒
の
行
政
を
監
督
す

る
官
、
に
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、
鮮
子
が
梓
州
に
赴
任
し
て
か
ら
の

ょ
う
だ
が
、
そ
れ
以
前
、
耶
州
(
い
ま
の
四
川
省
耶
昧
豚
)
に
い
た
と

き
か
ら
、
封
撲
を
四
川
に
呼
び
寄
せ
、
面
倒
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
も
し
「
封
五
郎
」
が
封
撲
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
縁
談
が
こ

わ
れ
た
大
暦
三
年
、
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か
れ
は
三
十
三
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
封

君
の
墓
誌
銘
」
に
は
「
君
は
明
州
府
君
の
家
嗣
也
。
年
肇
め
弱
冠
に

し
て
、
中
原
は
象
無
く
、
対
虎
は
路
を
塞
、
ぎ
、
華
夏
は
始
め
て
戎
た

り
」
と
あ
る
の
で
、
「
弱
冠
」
二
十
歳
の
こ
ろ
は
安
史
の
乱
に
ま
き

こ
ま
れ
、
結
婚
も
で
き
ず
、
三
十
歳
過
ぎ
て
や
っ
と
縁
談
が
来
た
の

だ
ろ
、
っ
。

こ
こ
か
ら
は
、
詩
の
本
文
を
、

そ
の
謹
解
の
精
確
さ
に
よ
っ
て

「
社
甫
の
功
臣
」
と
栴
さ
れ
た
南
宋
の
超
次
公
の
注
稗
「
新
定
社
工
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部
古
詩
近
瞳
詩
先
後
井
解
」
(
林
纏
中
輯
校
「
杜
詩
越
次
公
先
後
解
輯
校
」

下
冊
、
上
海
古
籍
出
版
祉
、

一
九
九
四
年
二
一
月
)
に
よ
り
つ
つ
謹
ん
で

い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
第
一
・
二
句
。

禁
間
関
去
東
林

禁
織
肉

東
林
を
去
り

趨
庭
赴
北
堂

庭
を
趨
り
て
北
堂
に
赴
く

帝
以
外
だ
れ
も
手
を
つ
け
ら
れ
ぬ
豚
の
首
内
の
ご
と
く
婿
入
り
が

決
ま
っ
て
い
た
君
は
王
義
之
が
婿
と
認
め
ら
れ
た
束
ベ
ッ
ド
の
ご
と

き
場
所
を
去
る
は
め
に
な
り
、
母
親
を
見
舞
う
と
て
通
州
の
ご
母
堂

の
と
こ
ろ
に
荻
立
つ
。

上
句
は
、
超
次
公
は
ま
ず
「
親
事
合
わ
ざ
る
を
言
う
也
」
と
説
明

し
た
後
、
「
禁
擦
の
事
」
に
つ
い
て
は
「
耳
白
書
」
謝
混
停
に
も
と
づ

い
て
い
、
っ
、呂

田
の
謝
混
、
字
は
叔
源
。
孝
武
帝
は
耳
目
陵
公
主
の
矯
に
婚
を

求
め
、
王
南
に
謂
い
て
日
わ
く
、
「
主
の
婿
は
但
だ
劉
員
長
・

王
子
敬
の
如
く
ん
ば
便
ち
足
る
。
王
庭
仲
・
桓
玄
子
の
如
き
は

不
可
な
り
、
才
小
さ
く
し
て
富
貴
な
ら
ば
、
便
ち
人
の
家
事
に

珠
ら
ん
」
と
。
殉
は
封
え
て
日
わ
く
、
「
謝
混
は
員
長
に
は
及

ば
ず
と
難
も
、
子
敬
に
は
減
ら
ず
」
と
。
帝
日
わ
く
、
「
此
く

の
如
く
ん
ば
便
ち
足
る
」
と
。
未
ま
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、

帝
崩
ず
。
衰
山
松
は
女
を
以
っ
て
之
に
妻
わ
さ
ん
と
欲
す
。
踊
ゼ

日
わ
く
、
「
卿
は
禁
均
衡
に
近
づ
く
莫
か
れ
」
と
。
初
め
、
元
帝

く

る

つ

は
始
め
て
建
業
に
鎮
し
、
公
私
と
も
に
窒
し
く
書
く
。

一
豚
を

得
る
毎
に
、
以
っ
て
珍
膳
と
矯
す
。
項
上
の
一
機
は
尤
も
美
け

れ
ば
、
親
ち
以
っ
て
帝
に
薦
め
、
群
下
は
未
ま
だ
嘗
っ
て
敢
え
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て
食
ら
わ
ず
、
時
に
於
い
て
呼
ぴ
て
禁
欝
と
潟
す
。
故
に
均
は

め
と

因
り
て
戯
れ
を
矯
す
。
混
は
寛
に
主
を
向
る
。

「
東
林
の
事
」
に
つ
い
て
は
三
白
書
」
王
義
之
俸
を
引
い
て
い
う
、

太
尉
の
都
壁
は
門
生
を
し
て
女
婿
を
王
導
に
求
め
し
め
、

(
導
は
)
束
府
に
就
き
て
偏
ね
く
子
弟
を
観
し
む
。
門
生
は
蹄

り
、
壁
に
謂
い
て
日
わ
く
、
「
王
氏
の
諸
少
は
益
ぴ
に
住
し
。

し
し
ゃ

然
れ
ど
も
信
の
至
る
を
聞
き
て
、
成
な
自
の
ず
と
於
り
持
す
。



惟
だ
一
人
の
み
東
林
に
在
り
腹
を
坦
い
て
食
ら
い
、
濁
り
聞
か

ざ
る
が
若
し
」
と
。
壁
日
わ
く
、
「
正
に
此
れ
佳
婿
な
る
邪
」

と
。
之
を
訪
え
ば
、
乃
ち
義
之
也
。
遂
に
女
を
以
っ
て
之
に
妻

わ
す
。

下
旬
は
、
ま
ず
「
通
州
に
往
く
を
言
う
也
」
と
説
明
し
、
「
趨
庭
」

に
つ
い
て
は
「
論
証
巴
季
氏
篇
の
、
孔
子
が
ひ
と
り
立
っ
て
い
る
と
、

息
子
の
「
鯉
は
趨
り
て
庭
を
過
ぐ
」
、
そ
こ
で
「
詩
経
」
を
勉
強
し

た
か
尋
ね
る
と
「
ま
だ
で
す
」
と
答
え
た
の
で
、
「
詩
経
」
を
勉
強

し
な
い
と
言
葉
に
な
ら
な
い
と
識
し
、
孔
鯉
は
引
き
下
が
っ
て
勉
強

し
た
一
幕
を
あ
げ
る
。

「
北
堂
」
に
つ
い
て
は
、
「
則
ち
母
の
堂
也
」
と
し
て
、
「
詩
経
」

衛
風
「
伯
分
」
の
「
罵
ん
ぞ
語
草
を
得
て
、
言
に
之
を
背
に
樹
え

ん
」
と
そ
の
鄭
玄
注
「
背
は
北
堂
也
」
を
あ
げ
る
。

つ
ぎ
は
第
三
・
四
句
。

風
波
空
遠
渉

風
波

幾E空
んし
どく
虚 遠
し く
く渉
張り
る

琴
意
幾
虚
張

琴
琵

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

こ
こ
愛
州
か
ら
通
州
ま
で
風
吹
き
波
立
つ
長
江
を
さ
か
の
ぼ
ら
れ

る
遠
い
放
路
も
一
人
で
は
む
な
し
い
、
ま
る
で
夫
婦
和
合
の
琴
琵
が

弦
は
張
っ
た
も
の
の
合
奏
で
き
な
か
っ
た
よ
う
。

品
川
付
持
。

趨
次
公
は
、
上
旬
に
つ
い
て
は
「
申
ね
て
通
州
に
往
く
を
言
う
」

と
説
明
し
、
下
句
は
「
申
ね
て
親
事
の
合
わ
ざ
る
を
ヨ
一
日
ノ
」
と
説
明

す
る
。下

句
の
「
琴
悲
」
に
つ
い
て
は
「
夫
婦
は
以
っ
て
琴
悲
に
比
ぶ
」

と
し
て
、
「
詩
経
」
小
雅
「
常
様
」
の
「
妻
子
の
好
く
合
う
は
、
意

琴
を
鼓
す
る
が
如
し
」
を
引
く
。
そ
れ
を
受
け
る
「
虚
張
」
に
つ
い
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て
は
、
漢
の
董
仲
告
の
言
葉
「
琴
琵
の
調
わ
ず
、
甚
だ
し
き
者
は
必

ら
ず
解
き
て
更
に
之
を
張
る
」
(
「
漢
書
」
董
仲
各
停
)
を
引
く
。
ま
た

「
幾
」
に
つ
い
て
は
、
「
公
の
自
注
に
「
泊
を
音
と
す
」
と
云
う
。

お
も蓋

う
に
巨
至
の
切
な
ら
ん
。
泊
は
、
及
ぶ
也
。
而
し
て
「
幾
」
も
亦

た
恰
も
此
く
の
如
き
(
及
ぶ
)
の
義
也
。
社
牧
の
(
「
大
十
給
事
」
二
首

の
一
、
「
奨
川
文
集
」
巻
二
)
詩
に
「
鉄
鎖
た
る
朱
段
は
幾
ん
ど
一
空
」

と
云
う
も
、
亦
た
此
れ
(
及
ぶ
)
の
義
也
」
と
詳
解
す
る
。

つ
ぎ
は
第
五
・
六
句
。
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渥
水
出
願
膿

渥
水
は
暇
膜
を
出
だ
し

山
昆
山
生
鳳
風

呈
山
は
鳳
風
を
生
ず

君
は
敦
但
付
近
の
渥
注
水
か
ら
生
ま
れ
た
駿
馬
の
よ
う
、
鄭
氏
の

娘
は
昆
荷
山
で
生
ま
れ
た
鳳
風
の
よ
う
、

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
優
れ
た

カ
ッ
プ
ル
。

超
次
公
は
、
上
旬
に
つ
い
て
「
専
ら
封
主
簿
を
言
う
」
と
説
明
し
、

下
旬
に
つ
い
て
「
専
ら
鄭
氏
の
女
子
を
一
一
一
口
う
」
と
説
明
し
た
の
ち
、

一
般
論
と
し
て
「
尋
常
の
雨
句
は
、
或
い
は
皆
な
用
い
て
一
人
の
身

を
美
め
、
或
い
は
一
句
は
彼
れ
を
説
き
、

一
句
は
此
れ
を
説
く
。
詳

し
く
は
「
句
法
義
例
」
に
見
ゆ
」
と
述
べ
る
。
こ
の
杜
甫
の
二
句
は
、

後
の
「
一
句
は
彼
れ
を
説
き
、

一
句
は
此
れ
を
説
く
」
に
あ
た
る
わ

け
で
あ
る
。
「
句
法
義
例
」
と
は
、
超
次
公
が
社
甫
の
詩
句
の
構
成

法
を
詳
し
く
解
説
し
た
著
作
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
逸
書
と

な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
故
に
之
に
縫
く
る
に
「
雨
家
誠
歎
欺
、
中
這
許
蒼
蒼
」

を
以
っ
て
し
、
其
の
初
め
は
(
社
甫
の
)
卒
章
に
従
う
を
言
、
つ
也
」

と
つ
づ
け
る
。

上
旬
の
「
渥
水
の
事
」
に
つ
い
て
、
趨
次
公
は
「
漢
の
武
(
帝
)

の
元
鼎
四
年
、
馬
が
渥
佳
水
の
中
に
生
ず
」
(
「
漢
書
」
武
帝
紀
)
を

引
き
、
「
麟
膜
」
に
つ
い
て
は
「
則
ち
駿
馬
の
名
」
と
い
う
。

下
匂
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
葛
仙
公
惇
」
の
「
昆
嵩
は
一
つ
に
積

石
一
培
房
と
日
う
」
(
「
義
文
類
緊
」
を
七
・
山
部
上
・
昆
忠
岡
山
)
を
引
き
、

つ
い
で
古
本
「
荘
子
」
に
載
せ
る
老
子
の
言
葉
、
「
五
口
れ
聞
く
な
ら

く
、
南
方
に
烏
有
り
、
其
の
名
は
鳳
と
話
す
。
居
る
所
は
石
を
積
む

こ
と
千
里
」
(
「
義
文
類
緊
」
巻
九
0
・
烏
部

鳳
)
を
引
い
て
、
「
則

ち
昆
山
は
以
っ
て
鳳
風
を
生
ず
と
言
、
つ
可
し
。
奮
注
に
(
張
衡
の

「
東
京
の
賦
」
の
)
「
丹
穴
の
鳳
風
(
を
舞
わ
す
こ
を
引
く
は
、
却
つ
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て
是
れ
丹
穴
也
(
丹
穴
山
の
こ
と
で
、
山
昆
忠
岡
山
で
は
な
い
こ
と
結
論
す

る

つ
ぎ
は
第
七
・
八
句
。

雨
家
誠
歎
欺

中雨
遁家
はは
許か誠
くに
も歎丈
蒼歎丈
蒼た
たり
り

中
這
許
蒼
蒼

封
と
鄭
の
雨
家
は
ど
ち
ら
も
誠
意
を
も
っ
て
結
婚
話
を
運
び
、
そ



の
交
渉
途
中
で
は
か
な
り
賓
現
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
二
句
に
は
、
趨
次
公
の
注
耀
は
な
い
。

つ
ぎ
は
第
九
・
十
句
。

頗
謂
秦
亘
日
匹

頗
る
謂
う

秦
耳
目
の
匹
に
し
て

従
来
王
謝
郎

従
来

王
謝
の
郎
と

私
は
強
く
思
っ
て
い
た
、
娘
の
鄭
家
は
君
の
家
と
(
婚
儀
を
交
わ

し
た
)
か
の
秦
と
耳
目
の
よ
う
に
ち
ょ
う
ど
つ
り
あ
い
が
と
れ
、
君
は

も
と
よ
り
晋
の
王
家
や
謝
家
の
子
弟
の
よ
う
な
名
家
の
貴
公
子
だ
と
。

超
次
公
は
上
句
に
つ
い
て
「
井
せ
て
雨
家
の
敵
る
を
言
、
つ
」
と
説

明
す
る
。
「
秦
亘
日
の
事
」
に
は
、
「
春
秋
左
氏
惇
」
信
公
二
十
三
年
の

懐
競
の
言
葉
、
「
秦
と
耳
目
と
は
匹
也
。
何
を
以
っ
て
か
我
れ
を
卑
し

む
」
を
引
く
。

下
句
に
つ
い
て
は
「
又
た
以
っ
て
封
主
簿
の
風
味
を
言
う
」
と
説

明
す
る
。
「
王
謝
の
事
」
に
は
、
「
耳
目
は
江
左
(
江
南
の
建
業
、
い
ま
の

南
京
に
都
を
お
い
た
東
耳
目
)
は
王
・
謝
を
以
っ
て
胃
族
と
矯
し
、
其
の

子
弟
は
風
流
也
」
と
述
、
べ
、
劉
百
円
錫
の
「
烏
衣
巷
」
詩
の
「
奮
時
の

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

王
謝
堂
前
の
燕
」
を
引
く
。

つ
ぎ
は
第
十
一
・
十
二
句
。

青
春
動
才
調

青
春

才
調
を
動
か
し

白
手
鉄
輝
光

白
手

輝
光
を
訣
く

青
春
異
つ
盛
り
の
君
は
そ
の
才
気
を
遺
憾
な
く
護
揮
し
た
の
に
、

縁
談
は
ま
と
ま
ら
ず
面
目
を
失
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

趨
次
公
は
上
旬
に
つ
い
て
は
「
主
簿
の
年
少
な
る
を
言
う
也
」
、

下
句
に
つ
い
て
は
「
親
事
合
わ
ず
、
空
手
に
し
て
去
る
を
言
、
つ
也
」

と
説
明
す
る
。

な
お
、

下
匂
の
「
白
手
」
、
超
次
公
以
外
の
宋
版
は
す
べ
て
「
白

首
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
で
謹
む
と
す
れ
ば
、
面
目
を
失
つ

た
の
は
封
五
郎
で
は
な
く
、
「
白
首
」
白
髪
頭
の
お
や
じ
た
る
社
甫

自
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
は
第
十
三
・
十
四
句
。

玉
潤
終
孤
立

玉
i閏

終
に
孤
立
す
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珠
明
得
暗
裁

珠
明

暗
戒
す
る
を
得
ん
や

う
る
お
う
玉
と
呼
ば
れ
た
衛
扮
の
よ
う
に
立
祇
な
君
は
と
う
と
う

一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
が
明
月
珠
の
よ
う
な
君
の
資
質

は
い
つ
ま
で
も
暗
中
に
隠
し
て
は
お
け
な
い
(
し
か
し
今
は
そ
れ
を
出

し
で
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
)

0

超
次
公
は
上
句
に
つ
い
て
は
「
又
た
女
婿
(
衛
扮
)
の
事
を
以
っ

て
之
(
封
主
簿
)
を
歎
く
也
」
と
説
明
し
、
「
玉
潤
の
事
」
に
は
、

「
白
孔
六
帖
」
巻
二

O
「
女
靖
」
に
も
引
か
れ
る
「
耳
目
の
幾
康
は
、

字
は
彦
輔
、
人
は
之
を
水
鏡
と
謂
う
。
女
婿
の
衛
扮
は
、
字
は
叔
賓
、

時
に
玉
人
と
競
す
。
故
に
時
語
に
「
婦
翁
は
氷
清
、
女
婿
は
玉
潤
」

と
日
う
也
」
を
引
く
。

下
句
に
つ
い
て
は
「
又
た
以
っ
て
封
君
の
美
わ
し
け
れ
ど
も
投
合

せ
ざ
る
を
紀
す
也
」
と
説
明
し
、
「
明
珠
は
、
明
月
の
珠
を
言
、
つ
也
」

と
し
て
、
「
史
記
」
郡
陽
俸
の
漢
の
郡
陽
の
言
葉
、
「
明
月
の
珠
、
夜

光
の
壁
は
、
聞
を
以
っ
て
人
に
道
路
に
投
ず
れ
ば
、
人
は
剣
を
按
じ

て
相
い
問
ま
ざ
る
者
無
し
」
を
引
き
、
「
珠
は
其
の
明
を
用
い
る
所

無
く
ん
ば
、
亦
た
暗
戒
す
る
而
己
。
以
っ
て
人
に
投
ぜ
ざ
る
也
」
と

述
べ
る
。

つ
ぎ
は
最
後
の
第
十
五
・
十
六
句
。

能
寒
訴
花
井

官主
寒

花
弄
を
訴
き

恨
別
満
江
郷

恨
別

江
郷
に
満
つ

草
花
を
切
り
裂
く
寒
気
の
残
る
こ
の
春
先
、
君
と
の
か
く
も
つ
ら

い
別
れ
を
恨
む
気
持
ち
が
川
ぞ
い
の
回
全
口
ま
ち
一
面
に
満
ち
わ
た
る
。

こ
の
末
句
に
つ
い
て
、
超
次
公
は
「
末
句
は
則
ち
別
れ
を
紀
す
所
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以
な
り
」
と
説
明
す
る
。

さ
て
、
社
甫
が
か
く
も
心
の
こ
も
っ
た
詩
を
作
っ
て
「
江
郷
」
の

要
州
か
ら
通
州
に
送
り
出
し
た
封
五
郎
は
、
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
も
し
も
封
五
郎
が
私
の
推
定
ど
お
り
封
授
だ
と
す
れ

ば
、
張
勧
の
書
い
た
「
封
君
墓
誌
銘
」
に
は
面
白
い
記
遮
が
あ
る
。

ま
ず
は
か
れ
の
一
生
の
総
括
。



諸
侯
の
愛
は
四
州
に
遣
り
、
宜
し
く
慶
を
積
む
べ
き
所
。
大

夫
の
恵
は
百
里
に
敷
き
、
克
く
大
官
を
享
く
。
室
町
は
僅
か
に
中

身
の
み
、
位
は
牒
長
に
終
わ
る
。
何
ぞ
報
施
の
謬
て
る
欺
。

四
州
の
刺
史
を
つ
と
め
た
父
封
議
の
民
衆
に
施
し
た
善
政
は
、
子

の
か
れ
に
と
っ
て
積
善
の
徐
慶
で
あ
り
、
「
工
部
尚
書
粂
御
史
大

夫
・
貌
園
公
」
の
買
耽
(
七
三
O

八
O
五
)
が
大
暦
十
四
年
(
七
七

九
)
「
惟
梁
」
梁
州
で
「
笥
推
」
山
南
西
這
節
度
使
・
梁
州
刺
史

御
史
大
夫
に
な
っ
た
時
に
、

か
れ
が
買
耽
の
も
と
に
赴
き
、
「
刺
を

懐
き
謁
を
貢
し
」
、
耽
を
助
け
て
「
仁
川
山
の
恵
政
」
を
施
し
た
の
は
、

大
官
を
得
る
も
と
で
と
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
「
三
河
」
河
東
・
河

内
・
河
南
の
三
郡
の
、
目
干
魁
と
イ
ナ
ゴ
の
被
害
で
餓
え
に
苦
し
む
民

衆
を
救
う
食
糧
支
援
に
奔
走
し
た
あ
げ
く
、
病
気
に
か
か
り
死
去
、

書
命
は
た
っ
た
の
五
十
一
歳
、
官
位
は
買
耽
に
推
薦
し
て
も
ら
っ
た

城
固
鯨
令
ど
ま
り
、
立
振
な
功
績
を
あ
げ
な
が
ら
も
そ
れ
へ
の
報
奨

は
ま
っ
た
く
見
合
っ
て
い
な
い
。
ど
う
も
や
は
り
不
幸
な
一
生
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

つ
マ
つ
い
て
は
家
族
の
記
録
。

杜
甫
の
仲
人
失
敗
に
つ
い
て
(
深
津
〉

君
の
抗
儒
た
る
後
陽
の
鄭
氏
は
、
君
に
先
ん
じ
て
逝
き
、
故

林
に
墳
が
り
す
。
君
の
遺
胤
は
、
四
男
一
女
、
男
は
維
を
捧

こ

か

ん

ざ

し

ぐ
る
を
盆
え
、
女
は
未
ま
だ
奔
に
及
ば
ず
。

封
挟
が
杜
甫
に
世
話
し
て
も
ら
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
後
陽
の
鄭
氏

の
娘
と
思
わ
れ
る
が
、

の
ち
に
か
れ
が
結
婚
し
た
相
手
も
、
な
ん
と

条
陽
の
鄭
氏
、
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
の
二
人

の
娘
は
、
ま
っ
た
く
の
別
人
で
、
同
じ
鄭
氏
に
属
し
た
の
は
、
車
な

る
偶
然
な
の
か
。
そ
れ
と
も
同
一
人
物
で
、
封
授
と
こ
の
娘
は
ま
た
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よ
り
を
も
ど
し
た
の
か
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
母
親
は
す
で
に
な
く
、
父
親
た
る
か
れ
も
五
十
一
歳
で
死

亡
し
た
時
賄
で
蔑
さ
れ
た
子
供
の
う
ち
、
四
人
の
男
子
は
み
な
維
を

持
て
る
五
六
歳
よ
り
上
で
、

一
人
の
女
子
は
成
年
の
し
る
し
に

「
鉾
」
か
ん
ざ
し
を
結
髪
に
さ
す
十
五
歳
に
ま
だ
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。
「
捧
雑
」
は
「
春
秋
左
氏
惇
」
昭
公
四
年
の
「
宿
す
る
所
の
庚

宗
の
婦
人
、
献
ず
る
に
維
を
以
っ
て
す
。
其
の
姓
を
問
、
っ
。
封
え
て

日
わ
く
、
余
の
子
長
ぜ
り
。
能
く
維
を
捧
げ
て
我
れ
に
従
う
、
と
」

に
も
と
づ
く
。
「
及
奔
」
は
「
櫨
記
」
内
則
篇
の
「
女
子
は
十
有
五
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年
に
し
て
奔
す
」
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
子
供
た
ち
は
名
前

も
わ
か
ら
ず
、
以
後
の
泊
息
も
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
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